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取り急ぎ，新たな ICCS 電子ジャーナルをお届けする．前号発行から現在に到る約半年は，

東日本大震災後の日本にとって極めてハードな時間であったと同時に，世界全体の金融化によ

って，実態を喪失して融解していくグローバリゼーションの行方が，放射能の行方とともに，

刻々に深刻に問われる時間でもあった．その間，中国の存在感はどのようであったのか．「資

本主義対資本主義」の戦いが熾烈を極めるこの時間に，中国がどのようなオルターナティブを

示すのかによって，今後の 21世紀の世界の存立構造は，大きく様相を変えるはずである．アン

グロサクソン資本主義の結末が，クルーグマンの一年前に懸念したように（International Herald 

Tribune,7 September,2010），いつものような「戦争」へ向かわないようにすることは，知性の

明確な使命かもしれない．（20111117N記） 


